
　年度末を迎えています．
　厚生労働省，文部科学省の集計によると，昨年の 3 月に卒業した大学生の就職率は 
95.7％で，前年同期を 9 年ぶりに下回ったことが報告されています．今年度は，昨年 12 月
に就職が内定している大学生は 73.1％と前年同期を 7.4 ポイントも下回り，2000 年度前後
の就職氷河期と言われた時代よりもさらに冷え込んでいます．地球温暖化のなかで，温か
い社会の到来によって卒業式までに学生の心にも多くの桜が咲くことを願わずにはいられ
ません．今年に入って本誌では，「これからの理学療法」（1 月号），「脳卒中のゴール設定」
（2 月号），「病期別理学療法モデル」（3 月号）と，挑戦的で壮大なテーマが並んでいます．
こんな時代だからこそ，夢や希望の大きなテーマを選んだのかもしれません．
　この時期は，本誌にとって翌年の企画を決定する重要な季節でもあります．年間の企画
は，読者や編集同人の意見を参考にして，編集委員会で決定されます．特集や講座などの
企画は，読者が読みたい内容を第一に考えることは当然として，読者に知っておいていた
だきたい内容をバランスよく配置することを考慮します．また，編集委員自身が読んでみ
たい内容が提案される場合もあります．原稿の執筆依頼では，地域や所属などが偏ること
なく，幅広い人選を求めることを基本としています．他方，医学界のようにテーマに応じ
た第一人者に繰り返し依頼する考えも合目的です．理学療法においても，専門分化が確立
すれば，この領域の企画や執筆は○○先生にというコンセンサスが確立してくるのかもし
れません．いずれにしても，読者からのアンケートや声は様々な企画に反映されています．
今からでも間に合いますので，ぜひ，率直なご希望や忌憚のないご意見をお寄せください．
　本誌では，2004 年 5 月に「理学療法モデル」の特集を組んでいます．この時には，モデ
ルの構築にあたっての導入から，科学的根拠や帰結要因からみたモデルの重要性が指摘さ
れ，教育での活用への期待が示されています．6 年の時を経て，病期を基軸とした理学療
法モデルがある程度の具体性をもって提示されたことは大きな進歩と感じています．皆が
読みたいけれども難解な企画を見事に実現してくださった，執筆者の先生方にはこの場を
借りて厚く御礼申し上げます．
　先日，急性期理学療法の国際的動向を調べようとしたところ，諸外国からは急性期の定
義は何かというお尋ねをいただきました．病期とは，狭義には疾病の経過を目安にした区
分で，疾病によって日数や間隔が異なります．また，医学的な病期と社会的な適応を含め
た対象者の病期とは必ずしも一致しないと考える立場もありましょう．このようなことを
踏まえて，理学療法では病期をどのように捉えて区分することがよいのかの議論を重ね，
病期からみた理学療法の役割を明確に整理する必要があります．そして，そのエビデンス
が生物学的ならびに心理社会学的な面の双方から裏打ちされた時に，ゴール設定の妥当性
やこれからの理学療法にも大きな力となることでしょう． （内山　靖）
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